
神様の・・・

フェンリル

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
神
様
の
・
・
・

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
９
４
１
Ｄ

【
作
者
名
】

　
フ
ェ
ン
リ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
彼
女
は
声
が
出
な
い
。
そ
し
て
、
と
あ
る
屋
敷
の
メ
イ
ド
を
し
て
い
る
。
ま

だ
、
序
章
の
は
な
し
。
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ブ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

北
欧
神
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
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ブ
ロ
ロ
ー
グ

オ
カ
ア
サ
ン
。

私
、
大
好
き
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

私
、
愛
し
て
欲
し
い
っ
て
願
っ
て
た
。

私
、
ず
っ
と
信
じ
て
た
。

ど
ん
な
に
殴
ら
れ
て
も
、
嫌
わ
れ
て
も
。

な
の
に
、
酷
い
よ
ね
。

私
を
売
っ
た
な
ん
て
。

・
・
・

・
・
・

・
・
・
ね
ぇ
、
何
で
・
・
・
・
？

・
・
・

・
・
・

夢
は
見
続
け
た
い
も
の
な
の
よ
・
・
・

ず
っ
と
、
夢
の
中
で
幸
せ
に
―
―
―
―
―
―
―
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「
起
き
ろ
～
っ
！
」

・
・
・
・
。

ド
ス
ン
と
、
部
屋
に
鈍
い
音
が
響
く
。

自
分
が
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
た
か
ら
だ
。

「
さ
さ
、
朝
は
早
い
わ
よ
～
」

フ
・
・
・
フ
レ
イ
ヤ
さ
ん
・
・
・
。

慌
て
て
起
き
て
、
朝
の
準
備
を
す
る
。

あ
ま
り
似
合
わ
な
い
メ
イ
ド
さ
ん
の
格
好
を
す
る
。

眼
帯
を
キ
ュ
ッ
と
結
ぶ
と
、
軽
い
朝
食
を
食
べ
、
屋
敷
の
掃
除
に
大
忙
し
。

「
・
・
・
・
」

私
は
声
が
出
な
い
。

理
由
は
分
か
ら
な
い
・
・
・
。

・
・
・
分
か
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
る
だ
け
か
も
・
・
・
。

で
も
、
仲
間
は
こ
ん
な
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
。
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だ
か
ら
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
る
。

「
お
っ
は
よ
ぉ
―
―
―
―
―
！
！
！
」

っ
・
・
・
！
！

後
ろ
か
ら
飛
び
つ
い
て
慌
て
て
身
構
え
る
。

・
・
・
ロ
、
ロ
キ
様
・
・
・
・

「
眼
帯
、
朝
か
ら
掃
除
と
は
感
心
だ
ね
～
」

小
柄
で
、
く
り
っ
と
し
た
目
の
持
ち
主
。

ロ
キ
様
は
主
人
の
「
一
人
」
に
値
す
る
。

私
よ
り
一
つ
二
つ
年
下
・
・
・
だ
っ
た
ハ
ズ
。

つ
か
、
眼
帯
っ
て
あ
だ
名
や
め
て
ほ
し
い
や
・
・
・
。

確
か
に
眼
帯
し
て
る
け
ど
・
・
・
本
当
、
悪
戯
好
き
だ
ね
ロ
キ
様
は
・
・
・
。

・
・
・

・
・
・
あ
れ
？

今
日
、
学
校
じ
ゃ
・
・
・
急
が
な
い
と
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

雰
囲
気
で
感
じ
て
く
れ
た
の
か
、
ロ
キ
様
は
怪
し
い
笑
い
を
見
せ
る
。
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「
眼
帯
ぃ
～
・
・
・
今
日
は
色
々
や
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ
な
ぁ
～
・
・
・
」

な
・
・
・
。

こ
の
笑
い
方
は
大
抵
、
そ
う
、
悪
事
を
考
え
て
る
・
・
・
命
を
か
け
て
も
い
い

わ
っ
！
！

「
ロ
キ
、
お
前
朝
か
ら
姿
が
見
え
な
い
と
思
っ
た
ら
・
・
・
！
！
」

と
、
ロ
キ
様
の
動
き
が
急
に
固
ま
る
。

ど
う
や
ら
、
声
の
主
は
私
の
後
ろ
に
い
る
ら
し
い
。

「
さ
ぁ
、
早
く
準
備
し
ろ
っ
！
！
！
」

「
ト
・
・
・
ト
ー
ル
・
・
・
・
」

赤
毛
の
私
よ
り
頭
一
つ
二
つ
大
き
い
男
性
。

ち
な
み
に
私
よ
り
一
つ
年
上
だ
。

こ
の
方
も
、
私
の
主
人
の
「
一
人
」
。

「
朝
か
ら
彼
女
に
迷
惑
を
掛
け
る
な
っ
」
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体
格
的
に
不
可
抗
力
な
ロ
キ
様
は
あ
っ
さ
り
ト
ー
ル
様
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。

「
は
ぁ
～
な
ぁ
～
せ
ぇ
～
・
・
・
・
・
・
・
・
・
！
！
」

ロ
キ
様
の
声
が
段
々
と
聞
こ
え
な
く
な
る
と
、
私
は
再
び
仕
事
を
続
行
す
る
。

こ
の
掃
除
が
終
わ
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
朝
食
が
食
べ
れ
る
か
ら
ね
。
早
め

が
一
番
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

「
・
・
・
・
は
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
そ
う
か
・
・
・
良
か
っ
た
」

ほ
ぅ
と
、
安
心
し
た
溜
息
を
つ
く
。

「
我
の
「
片
割
れ
」
だ
か
ら
な
、
彼
女
は
・
・
・
・
」

「
そ
う
で
す
ね
」

「
我
の
片
割
れ
・
・
・
と
は
言
っ
て
も
、
性
格
も
顔
も
何
も
か
も
が
違
う
・
・
・

」
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「
唯
一
一
緒
な
の
は
、
そ
の
た
だ
の
人
間
や
「
神
」
よ
り
遥
か
な
「
力
」
を
持

っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
」

「
・
・
・
・
」

「
ま
だ
、
時
間
は
あ
り
ま
す
」

「
そ
う
だ
な
」

「
彼
女
は
・
・
・
ま
だ
自
覚
を
し
て
い
ま
せ
ん
」

「
・
・
・
」

「
そ
し
て
、
そ
の
他
の
「
神
」
も
ま
た
・
・
・
」

「
我
た
ち
は
何
も
手
出
し
で
き
な
い
の
か
」

「
―
―
―
―
―
―
は
い
」

「
そ
う
か
・
・
・
」

「
ま
だ
、
時
は
満
ち
て
い
ま
せ
ん
、
ま
だ
・
・
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
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ハ
ジ
マ
リ
（
前
書
き
）

彼
女
が
目
を
覚
ま
す
と
、
主
人
の
「
一
人
」
ロ
キ
の
せ
い
で
書
庫
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
た
。
と
、
ロ
キ
は
地
下
へ
の
階
段
を
見
つ
け
る
が
―
―
―
―
―
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ハ
ジ
マ
リ

空
が
枯
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
木
々
も
あ
っ
と
い
う
間
に
枯
れ
、

そ
し
て
す
べ
て
の
生
物
が
死
に
絶
え
た
。

洪
水
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
生
き
物
と
い
う
生
き
物
が
悲
鳴
を
上
げ
、
息

絶
え
る
。

私
は
た
だ
ひ
と
り
、
立
ち
尽
く
す
。

涙
が
地
面
に
落
ち
て
も
、
す
ぐ
に
吸
収
さ
れ
て
乾
い
て
し
ま
う
。

「
・
・
・
・
・
ラ
ク
ナ
ロ
グ
・
・
・
・
・
・
・
」

私
は
、
ぽ
つ
り
と
そ
の
単
語
を
呟
く
―
―
―
―
―
―
―
―
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・
・
・
ん

・
・
・
・
た
・
・

・
い
・
・
さ
ん
・
・
・
・

さ
っ
き
か
ら
誰
？

私
を
呼
び
か
け
る
の
は
・
・
・
・
。

と
て
も
遠
く
て
・
・
・
近
い
・
・
・
声
・
・
・
・
。

「
眼
帯
さ
―
―
―
―
っ
ん
」

「
・
・
・
・
・
・
っ
！
！
！
！
！
！
」

ロ
ッ
・
・
・
・
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
・
・
・
ロ
キ
様
！

息
が
か
か
る
ぐ
ら
い
近
い
っ
！
！
マ
ジ
で
っ
！
！

ど
う
や
ら
、
読
書
中
に
昼
寝
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
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正
確
に
言
え
ば
、
屋
敷
内
の
地
下
に
あ
る
書
庫
の
整
理
中
に
。

え
？
何
で
本
を
読
ん
で
い
た
か
っ
て
・
・
・
？

・
・
・

・
・
・

・
・
・
本
好
き
の
本
能
が
勝
手
に
働
い
て
・
・
・
。

・
・
・

・
・
・
だ
、
だ
っ
て
面
白
い
本
が
い
っ
ぱ
い
だ
も
ん
・
・
・
。

い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
・
・
・
何
で
ロ
キ
様
が
？

「
学
園
か
ら
脱
そ
・
・
・
早
退
し
て
き
た
ん
だ
よ
」

「
・
・
・
・
」

怪
し
。

畏
怖
の
念
を
込
め
て
じ
ー
っ
と
見
つ
け
る
と
ロ
キ
様
は
返
す
よ
う
に
ニ
ヤ
リ
と

笑
い
、

「
眼
帯
、
仕
事
を
サ
ボ
っ
て
た
コ
ト
、
フ
レ
イ
ヤ
や
皆
に
言
い
ふ
ら
す
ぞ
」

「
！
」

性
悪
だ
・
・
・
。
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む
～
っ
と
口
を
膨
ら
ま
す
と
、
急
い
で
本
を
整
理
し
て
部
屋
を
出
て
行
こ
う
と

す
る
。

「
あ
、
そ
う
だ
」

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
・
・
・

「
そ
の
ド
ア
な
」

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
・
・
・

「
今
、
開
か
な
い
ん
だ
よ
な
ー
」

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
・
・
・
・
・
チ
ャ
・
・
・
・
・

え
？

開
か
な
い
？
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音
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
振
り
返
る
と
、
ロ
キ
様
が
悪
気
が
な
さ
そ
う
に
ニ
コ
ニ
コ

笑
う
。

「
ち
ょ
っ
と
、
ド
ア
を
い
じ
く
っ
て
た
ら
さ
～
何
か
壊
れ
て
」

・
・
・

・
・
・

ど
っ
・
・
・
ど
ー
す
ん
の
よ
・
・
・
！
！
！
！

無
言
（
と
い
う
か
声
が
出
せ
な
い
）
で
パ
ニ
く
っ
て
る
と
、
ロ
キ
様
は
周
り
を

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
、

「
あ
、
地
下
発
見
」

え
？

整
理
し
て
た
時
、
そ
ん
な
の
あ
っ
た
け
・
・
・
・
？

「
ど
う
す
る
、
眼
帯
？
行
っ
て
み
る
？
」

こ
ん
な
書
庫
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
人
が
来
な
い
。

あ
ー
で
も
、
来
週
ぐ
ら
い
ま
で
待
て
ば
一
人
ぐ
ら
い
は
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
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・
・
・
そ
こ
ま
で
生
き
て
い
ら
れ
る
か
不
安
だ
け
ど
。

私
一
人
な
ら
と
も
か
く
、
ロ
キ
様
が
い
る
わ
。

こ
う
い
う
と
き
の
ロ
キ
様
は
結
構
頼
も
し
い
か
も
。

こ
く
っ
と
、
静
か
に
頷
く
と
、
ロ
キ
様
は

「
じ
ゃ
、
行
っ
て
み
る
か
」

地
下
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
階
段
が
下
へ
下
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

上
に
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
大
丈
夫
か
な
・
・
・
。

・
・
・

・
・
・

・
・
・

地
下
の
地
下
っ
て
結
構
寒
い
。

そ
し
て
、
酸
素
が
薄
い
気
が
す
る
。

と
い
う
か
、
空
気
が
古
い
気
が
す
る
。

ラ
ン
プ
の
火
が
唯
一
の
灯
り
だ
。
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「
う
ー
・
・
・
あ
、
や
っ
と
地
面
だ
」

ロ
キ
様
が
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
か
ら
あ
り
が
た
い
。

と
ん
っ

不
思
議
な
事
に
、
砂
埃
が
た
た
な
い
。

そ
う
い
え
ば
、
蜘
蛛
の
巣
も
全
然
無
か
っ
た
な
・
・
・
何
故
？

・
・
・
・
ガ
ル
ル
・
・
・
・
・
・
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さ
っ
き
、
何
か
聞
こ
え
な
っ
た
？

け
・
・
・
獣
の
様
な
・
・
・

ロ
キ
様
・
・
・

酷
く
不
安
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
、
ロ
キ
様
は
ぽ
ん
と
頭
を
た
た
く
と
、

「
大
丈
夫
大
丈
夫
っ
」

・
・
・

・
・
・

今
か
ら
で
も
上
に
戻
っ
て
も
問
題
な
い
気
が
す
る
け
ど
な
・
・
・

も
し
か
し
た
ら
、
戻
っ
て
こ
な
い
私
と
か
心
配
し
て
来
て
く
れ
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
し
・
・
・

で
も
、
足
が
止
ま
ら
な
い
。

前
へ
前
へ
と
勝
手
に
進
む
。

・
・
・

・
・
・
何
で
だ
ろ
う
・
・
・
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ラ
ン
プ
の
灯
り
で
し
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
の
部
屋
は
相
当
広
い
だ
ろ
う
。

な
か
な
か
壁
が
な
い
し
。

・
・
・
蜘
蛛
の
巣
や
埃
が
全
く
無
い
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
。

毎
日
誰
か
が
ず
っ
と
掃
除
を
し
て
る
？

で
も
、
雰
囲
気
的
に
誰
も
使
っ
て
な
い
・
・
・
。

・
・
・

・
・
・

と
、
急
に
、
可
愛
ら
し
い
女
の
子
の
声
が
聞
こ
え
た
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
お
父
様
」

「
―
―
―
―
―
―
―
え
？
」

ロ
キ
様
が
こ
っ
ち
を
ぐ
る
っ
と
見
る
。

「
眼
帯
、
さ
っ
き
お
前
喋
っ
た
か
？
」
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ブ
ン
ブ
ン
と
首
を
振
る
。

事
実
だ
し
。

「
・
・
・
・
・
誰
か
、
い
る
の
か
？
」

ど
う
や
ら
信
じ
て
く
れ
た
ら
し
い
。

「
・
・
・
・
私
の
こ
と
、
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
の
で
す
か
・
・
・
・
？
」

返
事
が
す
ぐ
に
返
っ
て
き
た
。

近
い
の
か
遠
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

「
姿
を
見
せ
ろ
」

ロ
キ
様
が
こ
ん
な
真
剣
な
顔
を
し
て
い
る
の
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
。

や
っ
ぱ
り
自
分
も
女
の
子
な
の
で
、
ロ
キ
様
の
服
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
握
る
。
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「
・
・
・
・
は
い
・
・
・
・
」

ボ
ゥ
ッ

本
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
み
た
い
に
、
い
き
な
り
周
り
の
照
明
が
灯
さ
れ
る
。

ラ
ン
プ

私
が
想
像
し
て
た
ど
う
り
、
こ
の
部
屋
は
と
て
も
広
か
っ
た
。

例
え
る
な
ら
・
・
・
そ
う
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
だ
わ
。

私
達
が
少
し
離
れ
た
所
に
声
の
主
が
そ
こ
に
い
た
。

ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
で
少
し
髪
の
毛
が
巻
い
て
て
・
・
・
片
目
が
髪
の
毛
に
よ
っ
て

隠
れ
て
い
る
。
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「
噂
ど
う
り
、
全
部
・
・
・
忘
れ
て
る
の
で
す
か
・
・
・
・
」

「
意
味
が
分
か
ら
な
い
・
・
・
お
前
は
一
体
何
な
ん
だ
？
」

ロ
キ
様
の
言
う
ど
う
り
。

後
ろ
で
こ
く
こ
く
と
頷
く
。

「
・
・
・
・
」

少
女
は
少
し
何
か
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
私
は
・
・
・
お
父
様
の
娘
で
す
」

？
・
・
・
や
っ
ぱ
り
意
味
が
分
か
ら
な
い
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「
で
、
お
父
様
っ
て
の
は
誰
だ
？
」

ロ
キ
様
が
喋
れ
て
良
か
っ
た
・
・
・
。

私
は
喋
れ
な
い
か
ら
、
も
し
こ
の
状
況
が
私
一
人
だ
け
だ
っ
た
ら
も
の
凄
く
困

る
。

と
い
う
よ
り
は
、
さ
っ
さ
と
上
に
上
が
っ
て
る
と
思
う
け
ど
ね
。

な
ー
ん
て
、
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
と
、
少
女
は
ポ
ツ
リ
と
答
え
た
。

「
・
・
・
ロ
キ
様
の
娘
で
す
・
・
・
・
」
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予
想
外
。

感
想
を
言
う
に
は
、
難
し
い
。
難
し
す
ぎ
る
。

こ
の
娘
、
も
し
か
し
て
電
波
・
・
・
？

「
な
っ
・
・
・
な
な
な
・
・
・
何
で
俺
よ
り
年
上
っ
ぽ
い
お
前
が
俺
の
娘
な
ん

だ
？
！
」

ロ
キ
様
も
動
揺
が
隠
せ
な
い
み
た
い
だ
。

と
、
少
女
が
ク
ス
リ
と
笑
う
。
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「
ア
ナ
タ
の
本
当
の
姿
は
邪
神
ロ
キ
。
本
物
の
神
サ
マ
で
す
。

　　
そ
し
て
、
私
は
ヘ
ル
と
申
し
ま
す
。

　
お
父
様
・
・
・
ロ
キ
様
の
娘
で
、
冥
界
の
番
人
を
し
て
い
ま
す
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

神様の・・・

2010年10月22日13時49分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n2941d/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2941d/

